
 

より良い環境経営に向けた 

CO2 排出量計算・LCA の実務と実用例 

 
★環境への寄与に注目が集まる現在、企業活動に欠かせない環境負荷の可視化 

最重要の CO2排出量計算／LCAの基礎から気になるポイントまで第一線を走る執筆陣が解説！ 

 

★二酸化炭素排出量はどう把握する？今後の LCAはどうなる？ 

カーボンフットプリントと Scope3 と削減貢献量、それぞれの考え方は？原則をしっかり理解 

 

★外部計算・自社計算の差は？データベース・ソフトウェアはどのように選択・利用するのか？ 

排出量計算や LCAの結果はどう活用していけばいいのか？カーボンプライジングの考え方は？ 

 

★リサイクル材や再生可能エネルギー、バイオプロセスを使った場合の計算手法、 

複数製品への排出量の割当方法や輸送の取扱など気になるポイントをしっかり網羅 

 

★石油～プラスチック～リサイクルまでの LCA、自動車における LCA等々 分野別事例も掲載！ 
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